
第
1
2
回
東
大
路
通
歩
行
空
間
創
出
推
進
会
議

平
成
３
０
年
３
月
２
７
日
（
火
）

1



2

本
会
議
の
議
題

•
平
成
２
９
年
度
の
取
組

•
平
成
３
０
年
度
の
取
組

•
そ
の
他

�
全
体
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
更
新



•
平
成
２
９
年
度
の
取
組

•
平
成
３
０
年
度
の
取
組

•
そ
の
他

�
全
体
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
更
新

3

本
会
議
の
議
題



4

平
成
２
９
年
度
の
取
組
（
こ
れ
ま
で
の
経
過
）

①
取
組
内
容
（
素
案
）を
作
成

（
第
１
０
回
推
進
会
議
平
成
２
８
年
９
月
５
日
）

④
取
組
内
容
（
案
）
を
提
示

（
第
１
１
回
推
進
会
議
平
成
２
９
年
３
月
２
９
日
）

③
意
見
交
換
会
開
催
（
平
成
２
８
年
１
２
月
）

東
山
全
学
区
を
対
象
に
，
取
組
内
容
（素
案
）

や
社
会
実
験
に
つ
い
て
意
見
交
換

（
全
４
会
場
で
８
６
名
参
加
）

②
社
会
実
験
実
施
（
平
成
２
８
年
１
１
月
）

祇
園

祇
園
祇
園

祇
園
（ （（（
南
行

南
行
南
行

南
行
） ）））
バ
ス

バ
ス
バ
ス

バ
ス
停 停停停

歩
行
空
間
や
バ
ス
待
ち
空
間
の
拡
大
を
目
的

に
，
バ
ス
停
形
式
（
バ
ス
ベ
イ
を
ス
ト
レ
ー
ト
化
）

を
変
更
し
た
場
合
の
交
通
影
響
等
を
確
認
等

一
橋

一
橋
一
橋

一
橋
， ，，，
月
輪

月
輪
月
輪

月
輪
， ，，，
今
熊
野
学
区

今
熊
野
学
区

今
熊
野
学
区

今
熊
野
学
区

⑤
今
後
の
取
組
内
容
（

Ｐ
１
，
２
）
を
決
定

今
後
の
取
組
内
容
と
意
見
交
換
会
の
結
果
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
表
（
平
成
２
９
年
７
月
７
日
）
し
，

市
民
し
ん
ぶ
ん
東
山
区
版
（
平
成
２
９
年
７
月
版
）
で
お
知
ら
せ

別
紙



四 条 通

五 条 通

松 原 通東
山
区
役
所東
山
警
察
署

東
大
路
通

東
山
消
防
署

八 坂 通

八
坂
神
社

円
山
公
園

勾
配
改
善
予
定
箇
所

工
事
中

調
査
・
設
計
中
（
H

3
0
年
度
，

H
3

1
年
度
工
事
予
定
）

5

●
取
組
状
況

•
特
に
急
勾
配
区
間
が
多
い
四
条
～
五
条
通
間
に
お
い
て
，
整
備
区
間
を

整
理
す
る
と
と
も
に
，
最
も
横
断
勾
配
が
急
な
区
間
で
あ
る
西
側
歩
道
の

東
山
消
防
署
か
ら
南
に
１
８
０
ｍ
の
区
間
に
つ
い
て
工
事
中
。

平
成
２
９
年
度
の
取
組

取
組
１
：
横
断
勾
配
の
改
善



現
況
勾
配
：
約
１
０
％

6

ス
テ
ッ
プ
１
（
工
事
前
）

ス
テ
ッ
プ
２
（
３
月
２
７
日
現
在
）

●
工
事
の
流
れ
（
東
山
消
防
署
南
側
周
辺
）

歩
車
道
境
界
ブ
ロ
ッ
ク
の
と
り
か
え

ス
テ
ッ
プ
３

ス
テ
ッ
プ
４

計
画
勾
配

平
成
２
９
年
度
の
取
組

取
組
１
：
横
断
勾
配
の
改
善

全
面
に
お
い
て
舗
装
を
施
工

道
路
と
の
境
界
ブ
ロ
ッ
ク
嵩
上
げ

２
％



7

現
況

改
善
後
イ
メ
ー
ジ

祇
園
交
差
点
南

東
山
消
防
署
付
近

•
四
条
～
五
条
通
間
に
お
い
て
，
細
や
か
な
勾
配
調
整
へ
の
対
応
及
び
景
観
へ
の
配

慮
の
た
め
，
横
断
勾
配
の
改
善
と
合
わ
せ
て
，
場
所
に
よ
っ
て
異
な
る
現
況
の
歩
道

の
舗
装
仕
様
を
，
石
畳
風
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
で
統
一
。

舗
装
補
修
箇
所

●
舗
装
仕
様

東
山
区
役
所
付
近

平
成
２
９
年
度
の
取
組

取
組
１
：
横
断
勾
配
の
改
善



四 条 通

五 条 通

松 原 通東
山
区
役
所東
山
警
察
署

東
大
路
通

東
山
消
防
署

八 坂 通

八
坂
神
社

円
山
公
園

•
電
柱
管
理
者
等
と
協
議
を
実
施
し
，
四
条
～
五
条
通
間
に
お
い
て
，
歩
道
の
通
行
幅
を

広
げ
る
た
め
の
電
柱
の
移
設
や
，
照
明
柱
の
集
約
に
着
手
。

•
三
条
～
四
条
通
間
，
五
条
～
七
条
通
間
の
移
設
・集
約
に
向
け
，
電
柱
管
理
者
等
と
協

議
を
実
施
中
。

8

● ●●●
：
電
柱
の
移
設
予
定
箇
所
（N

=
５
本
）

○ ○○○
：
照
明
柱
の
集
約
予
定
箇
所
（N

=
１
３
本
）

●
取
組
状
況

平
成
２
９
年
度
の
取
組

取
組
２
：
電
柱
等
の
移
設
と
集
約



9

•
陶
磁
器
会
館
前
の
電
柱
を
，
沿
道
敷
地
内
に
移
設
し
，
既
設
電
柱
の
撤
去
に
向
け
て
調

整
中
。

•
そ
の
他
の
電
柱
に
つ
い
て
は
，
移
設
候
補
地
の
地
下
埋
設
物
調
査
結
果
を
踏
ま
え
て
関

係
機
関
と
協
議
中
。
協
議
が
整
い
次
第
移
設
を
行
う
。

電
柱
の
移
設

電
柱
移
設
状
況
（
陶
磁
器
会
館
前
）

撤
去
予
定
の
電
柱

（
既
設
電
柱
）

移
設
後
の
電
柱

移
設
後
の
電
柱

撤
去
予
定
の
電
柱

（
既
設
電
柱
）

平
成
２
９
年
度
の
取
組

取
組
２
：
電
柱
等
の
移
設
と
集
約



1
0

•
歩
道
内
に
あ
る
照
明
柱
を
電
柱
へ
集
約
し
，
歩
道
内
の
通
行
幅
を
広
げ
る
工
事
に
着
手
。

•
不
要
と
な
る
照
明
柱
の
撤
去
に
向
け
て
調
整
中
。

電
柱
へ
照
明
灯
を
移
設

撤
去
予
定
の
照
明
柱

集
約
イ
メ
ー
ジ
（
京
都
銀
行
前
）

照
明
柱
の
集
約

平
成
２
９
年
度
の
取
組

取
組
２
：
電
柱
等
の
移
設
と
集
約



平
成
２
９
年
度
の
取
組

●
取
組
状
況

1
1

•
北
行
バ
ス
停
に
つ
い
て
は
，
京
都
府
警
と
の
協
議
が
完
了
し
，
平
成
３
０
年
度
の
工

事
着
手
に
向
け
準
備
中
。

•
南
行
バ
ス
停
に
つ
い
て
は
，
関
係
機
関
と
の
協
議
を
継
続
実
施
中
。

祇
園
バ
ス
停
（
北
行
）

バ
ス
ベ
イ
を
歩
道

（
バ
ス
待
ち
空
間
）
に
す
る

Ｎ

東
大
路
通

四
条
通

（
八
坂
神
社
）

（
祇
園
会
館
）

祇
園
バ
ス
停

取
組
３
：
部
分
的
な
歩
道
拡
幅



●
取
組
状
況

•
区
役
所
の
地
下
駐
車
場
出
入
り
口
の
間
に
バ
ス
停
を
移
設
す
る
こ
と
に
な
る

た
め
，
バ
ス
待
ち
客
，
歩
行
者
，
及
び
地
下
駐
車
場
の
入
出
庫
車
両
の
安
全

性
に
つ
い
て
継
続
検
討
中
。

清
水
道
（
北
行
）
バ
ス
停

1
2

（
消
防
署
）

（
区
役
所
）

出
庫
口

入
庫
口

（
京
都
銀
行
）

東
大
路
通

松
原
通

地
下
駐
車
場

出
庫
口

地
下
駐
車
場

入
庫
口

バ
ス
停
移
設
候
補
箇
所

Ｎ

平
成
２
９
年
度
の
取
組

取
組
４
：
バ
ス
停
移
設



●
取
組
状
況

馬
町
（
南
行
）
バ
ス
停

1
3

市
民
し
ん
ぶ
ん
東
山
区
版
（
H

2
9
年

4
月
号
）

に
記
事
を
掲
載
し
て

P
R

フ
ォ
ー
シ
ー
ズ
ン
ズ
ホ
テ
ル
京
都

ূ
প
ଡ଼
ৢ

Ｎ

電
柱
幕
設
置
位
置

•
フ
ォ
ー
シ
ー
ズ
ン
ズ
ホ
テ
ル
京
都
の
遊
歩
道
設
置
に
あ
わ
せ
て
バ
ス
停
を
移
設
し
て
お

り
，
歩
行
空
間
の
創
出
に
向
け
，
遊
歩
道
を
有
効
に
活
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
，
市
民

し
ん
ぶ
ん
へ
の
記
事
掲
載
や
，
電
柱
幕
を
設
置
。

平
成
２
９
年
度
の
取
組

取
組
４
：
バ
ス
停
移
設

遊
歩
道
入
口
部
の
電
柱
に
遊
歩
道
の
利
用
を

促
す
電
柱
幕
を
設
置
（
H

3
0
年

3
月
実
施
）



1
4

再
掲

再
掲
再
掲

再
掲

●
取
組
状
況

•
北
行
バ
ス
停
に
つ
い
て
は
，
京
都
府
警
と
の
協
議
が
完
了
し
，
平
成
3
0年
度
の
工
事

着
手
に
向
け
準
備
中
。

•
南
行
バ
ス
停
に
つ
い
て
は
，
関
係
機
関
と
の
協
議
を
継
続
実
施
中
。

祇
園
バ
ス
停
（
北
行
）

バ
ス
ベ
イ
を
歩
道

（
バ
ス
待
ち
空
間
）
に
す
る

Ｎ

東
大
路
通

四
条
通

（
八
坂
神
社
）

（
祇
園
会
館
）

祇
園
バ
ス
停

平
成
２
９
年
度
の
取
組

取
組
５
：
バ
ス
待
ち
空
間
の
確
保



●
取
組
状
況

五
条
坂
（
北
行
）
バ
ス
停

1
5

•
バ
ス
待
ち
空
間
と
歩
行
空
間
を
明
確
に
す
る
た
め
に
，
路
面
表
示
を
設
置
。

路
面
表
示
設
置
前

路
面
表
示
設
置
後

路
面
表
示
デ
ザ
イ
ン

混
雑
状
況
に
も
よ
る
が
，
バ
ス
待
ち
客
が
バ
ス
待
ち
空
間
に
並
ん
で
い
る
状
況

が
確
認
で
き
た
。

→

平
成
２
９
年
度
の
取
組

取
組
５
：
バ
ス
待
ち
空
間
の
確
保

（
バ
ス
停
標
識
前
に
設
置
）



東
大
路
通

下
河
原
通

ね
ね
の
道

二
寧
坂

産
寧
坂

神幸道

安井北門通

高台寺南門通

八坂通

茶わん坂

五条通

四条通
清
水
寺

高
台
寺

八
坂
神
社

円
山
公
園

松原通

P PPP

東
山
区
役
所

1
6

●
取
組
状
況

•
魅
力
あ
る
道
路
整
備
等
の
路
線
を
検
討
す
る
た
め
，
歩
行
者
が
特
に
多
い
東
大
路

通
（
四
条
～
五
条
通
間
）よ
り
東
側
の
エ
リ
ア
に
お
い
て
，
歩
行
者
交
通
量
調
査
及
び

歩
行
者
流
動
調
査
を
実
施
し
，
歩
行
者
等
の
通
行
状
況
を
把
握
。

調
査
範
囲

Ｎ

平
成
２
９
年
度
の
取
組

取
組
６
：
魅
力
あ
る
道
路
整
備
に
よ
る
誘
導
促
進



北
側
道
路

北
側
道
路

北
側
道
路

北
側
道
路

3
6
%

3
6
%

3
6
%

3
6
%

1
7

東
大
路
通

下
河
原
通

ね
ね
の
道

二
寧
坂

産
寧
坂

神幸道

安井北門通

高台寺南門通

八坂通

茶わん坂

五条通

四条通

清
水
寺

高
台
寺

八
坂
神
社

円
山
公
園

松原通

P PPP

東
山
区
役
所

Ｎ

交
通
量
調
査
断
面

休
日

休
日
休
日

休
日
： ：：：
1
5
,3
0
9

1
5
,3
0
9

1
5
,3
0
9

1
5
,3
0
9
人 人人人

平
日

平
日
平
日

平
日
： ：：：
8
,3
0
3

8
,3
0
3

8
,3
0
3

8
,3
0
3
人 人人人

休
日

休
日
休
日

休
日
： ：：：
7
,1
2
3

7
,1
2
3

7
,1
2
3

7
,1
2
3
人 人人人

平
日

平
日
平
日

平
日
： ：：：
4
,1
1
4

4
,1
1
4

4
,1
1
4

4
,1
1
4
人 人人人

休
日

休
日
休
日

休
日
： ：：：
2
1
,0
9
8

2
1
,0
9
8

2
1
,0
9
8

2
1
,0
9
8
人 人人人

平
日

平
日
平
日

平
日
： ：：：
1
2
,5
5
5

1
2
,5
5
5

1
2
,5
5
5

1
2
,5
5
5
人 人人人

休
日

休
日
休
日

休
日
： ：：：
1
6
,2
5
5

1
6
,2
5
5

1
6
,2
5
5

1
6
,2
5
5
人 人人人

平
日

平
日
平
日

平
日
： ：：：
1
2
,5
5
6

1
2
,5
5
6

1
2
,5
5
6

1
2
,5
5
6
人 人人人

南
側
道
路

南
側
道
路

南
側
道
路

南
側
道
路

6
4
%

6
4
%

6
4
%

6
4
%

歩
行
者
交
通
量
調
査
結
果

混
雑

混
雑
混
雑

混
雑

•
調
査
範
囲
内
の
主
要
な
道
路
に
お
い
て
，
調
査
員
が
歩
行
者
数
を
カ
ウ
ン
ト
。

→
歩
行
者
割
合
は
，
「
南
側
：
北
側
＝
６
４
％
：
３
６
％
」
と
な
っ
て
お
り
，
調
査
範
囲

南
側
の
混
雑
が
顕
著
。

平
成
２
９
年
度
の
取
組

取
組
６
：
魅
力
あ
る
道
路
整
備
に
よ
る
誘
導
促
進

対
象
：
歩
行
者

デ
ー
タ
：
1
1
月
1
2
日
(日
),
1
3
日
(月
)
7
～
1
9
時

調
査
範
囲



東
大
路
通

下
河
原
通

ね
ね
の
道

二
寧
坂

産
寧
坂

神幸道

安井北門通

高台寺南門通

八坂通

茶わん坂

五条通

四条通

清
水
寺

高
台
寺

八
坂
神
社

円
山
公
園

松原通

P PPP

東
山
区
役
所

1
8

歩
行
者
流
動
調
査

調
査
範
囲
内
の
主
要
な
交
差
点
に
２
０
基
設
置
し
た
観
測
機
が
，

W
i-

F
i機
能
を
オ
ン
に
し
た
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
等
が
発
す
る
情
報
（
W

i-
F

iパ
ケ
ッ
ト
）
を
受
信
す
る
こ
と
に
よ
り
，
交
差
点
間
の
歩
行
者
数
や
調

査
範
囲
内
へ
の
流
入
・
流
出
状
況
を
把
握
。

※
調
査
員
が
カ
ウ
ン
ト
す
る
交
通
量
調
査
で
は
，
調
査
実
施
日
し
か
状
況
を
把
握
で
き
な
い
の
に
対

し
，
本
調
査
は
一
定
期
間
の
デ
ー
タ
に
も
と
づ
く
分
析
が
可
能
（
実
態
に
近
い
把
握
が
可
能
）

調
査
概
要
：

調
査
期
間
：

観
測
機

産
寧
坂
－
松
原
通
交
差
点

Ｎ

観
測
機
設
置
箇
所

平
成
２
９
年
度
の
取
組

取
組
６
：
魅
力
あ
る
道
路
整
備
に
よ
る
誘
導
促
進

平
成
２
９
年
１
０
月
～
平
成
３
０
年
３
月

調
査
範
囲



東
大
路
通

下
河
原
通

ね
ね
の
道

二
寧
坂

産
寧
坂

神幸道

安井北門通

高台寺南門通

八坂通

茶わん坂

五条通

四条通

清
水
寺

高
台
寺

八
坂
神
社

円
山
公
園

松原通

P PPP

東
山
区
役
所

1
9

対
象
：
歩
行
者

デ
ー
タ
：
1
1
月
の
日
平
均
推
計
値

Ｎ

歩
行
者
流
動
調
査
結
果
①

•
交
差
点
間
の
歩
行
者
数

→
調
査
範
囲
南
側
の
道
路
は
多
く
の
歩
行
者
が
通
行
し
て
い
る
の
に

対
し
，
下
河
原
通
等
の
調
査
範
囲
北
側
の
道
路
で
は
少
な
い

5
,0

0
0

1
0

,0
0

0

1
5

,0
0

0

0

5
,0

0
1

 

1
0

,0
0

1
 

1
5

,0
0

1

～ ～ ～ ～

（
人
）

観
測
器
設
置
場
所

平
成
２
９
年
度
の
取
組

取
組
６
：
魅
力
あ
る
道
路
整
備
に
よ
る
誘
導
促
進

調
査
範
囲



2
0

対
象
：
歩
行
者

デ
ー
タ
：
1
1
月
の
日
平
均
推
計
値

※
清
水
寺
前
で
観
測
機
が
受
信
し
た
人
を
対
象

Ｎ

東
大
路
通

下
河
原
通

ね
ね
の
道

二
寧
坂

産
寧
坂

神幸道

安井北門通

高台寺南門通

八坂通

茶わん坂

五条通

四条通
清
水
寺

高
台
寺

八
坂
神
社

円
山
公
園

松原通

P PPP

東
山
区
役
所

•
清
水
寺
周
辺
を
通
行
し
た
歩
行
者
※
の
，
調
査
範
囲
内
へ
の
流
入
・
流
出
割
合

→
流
入
・
流
出
割
合
は
，
調
査
範
囲
南
側
の
五
条
坂
・
松
原
通
が
約
６
割
を
占
め

て
お
り
，
清
水
寺
周
辺
を
訪
れ
る
歩
行
者
の
多
く
が
，
五
条
坂
・
松
原
通
を
利
用

す
る
傾
向
に
あ
る
。

5
.6
%

5
.6
%

5
.6
%

5
.6
%

9
.5
9
.59
.5
9
.5
% %%%

3
.1
3
.13
.1
3
.1
% %%%

4
.4
4
.44
.4
4
.4
% %%%

0
.5
%

0
.5
%

0
.5
%

0
.5
%1
.4
1
.41
.4
1
.4
% %%%

5
.5
5
.55
.5
5
.5
% %%%7
.8
7
.87
.8
7
.8
% %%%

5
.8
5
.85
.8
5
.8
% %%%9
.8
9
.89
.8
9
.8
% %%%

7
.6
7
.67
.6
7
.6
% %%%

8
.0
8
.08
.0
8
.0
% %%%

1
9
.6

1
9
.6

1
9
.6

1
9
.6
% %%%

1
3
.7

1
3
.7

1
3
.7

1
3
.7
% %%%

5
2
.4

5
2
.4

5
2
.4

5
2
.4
% %%%

4
5
.5

4
5
.5

4
5
.5

4
5
.5
% %%%

混
雑

混
雑
混
雑

混
雑

五
条
坂
・
松
原
通
の
割
合

流
入
：
７
２
．
０
％
流
出
：
５
９
．
２
％

歩
行
者
流
動
調
査
結
果
②

平
成
２
９
年
度
の
取
組

取
組
６
：
魅
力
あ
る
道
路
整
備
に
よ
る
誘
導
促
進

調
査
範
囲



2
1

東
大
路
通

下
河
原
通

ね
ね
の
道

産
寧
坂

神幸道

安井北門通

高台寺南門通

八坂通

茶わん坂

五条通

四条通
清
水
寺

高
台
寺

八
坂
神
社

円
山
公
園

松原通

P PPP

東
山
区
役
所

●
検
討
結
果

•
各
調
査
結
果
，
既
存
の
石
畳
等
整
備
路
線
，
花
灯
路
ル
ー
ト
等
を
踏
ま

え
，
調
査
範
囲
北
側
の
道
路
（
赤
破
線
）
を
，
石
畳
風
舗
装
等
で
面
的
に

魅
力
あ
る
道
路
に
整
備
す
る
こ
と
で
回
遊
性
を
向
上
し
，
調
査
範
囲
南
側

の
東
大
路
通
等
に
集
中
す
る
歩
行
者
を
分
散
。

Ｎ

東
部
土
木
事
務
所
の
維
持

補
修
工
事
で
石
畳
風
舗
装
に

整
備
予
定
（
平
成

3
0
年
度
）

二
寧
坂

魅
力
あ
る
道
路

整
備
路
線

石
畳
等

整
備
済
路
線

路
上
喫
煙

禁
止
区
域

花
灯
路
ル
ー
ト

「
明
か
り
と
花
の
路
」

回
遊
性
向
上

回
遊
性
向
上

回
遊
性
向
上

回
遊
性
向
上

混
雑

混
雑
混
雑

混
雑

平
成
２
９
年
度
の
取
組

取
組
６
：
魅
力
あ
る
道
路
整
備
に
よ
る
誘
導
促
進

調
査
範
囲



2
2

景
観
に
配
慮
し
た
照
明
灯
の
整
備

白
色
照
明
灯
が
中
心

暖
色
系
に
統
一
（
花
灯
路
と
同
一
色
）

（
照
明
灯
イ
メ
ー
ジ
）

（
現
状
）

石
畳
風
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
の
整
備

（
舗
装
イ
メ
ー
ジ
）

（
現
状
）

●
整
備
内
容

平
成
２
９
年
度
の
取
組

取
組
６
：
魅
力
あ
る
道
路
整
備
に
よ
る
誘
導
促
進



2
3

●
取
組
状
況

•
昨
年
度
，
社
会
実
験
（四
条
～
五
条
通
間
）で
効
果
の
あ
っ
た
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
を
強
調
し
た

補
助
案
内
標
識
の
設
置
を
継
続
実
施
。

•
今
年
度
は
，
新
た
に
東
大
路
通
（七
条
通
～
東
福
寺
間
）に
お
い
て
，
地
域
の
取
組
で
あ

る
三
ケ
寺
巡
り
（
東
福
寺
，
泉
涌
寺
，
智
積
院
）を
踏
ま
え
た
補
助
案
内
標
識
を
設
置
。

補
助
案
内
標
識

泉
涌
寺
交
差
点
（
七
条
通
～
東
福
寺
間
）

清
水
道
交
差
点
（
四
条
～
五
条
間
）

案
内
標
識
の
充
実

補
助
案
内
標
識
設
置
（
七
条
通
～
東
福
寺
間
に
拡
大
）

•
魅
力
あ
る
道
路
整
備
（
取
組
６
）
と
連
携
し
，
整
備
路
線
を
回
遊
し

て
も
ら
う
た
め
，
案
内
標
識
等
の
追
加
設
置
に
つ
い
て
検
討
中
。

平
成
２
９
年
度
の
取
組

取
組
７
：
案
内
標
識
等
の
充
実



2
4

•
本
年
３
月
１
７
日
か
ら
の
市
バ
ス
「
新
ダ
イ
ヤ
」
で
は
，
通
勤
，
通
学
や
通
院
，
お
買
い
物
な
ど
，

日
頃
の
お
出
か
け
で
の
ご
利
用
の
多
い
系
統
の
混
雑
緩
和
を
目
指
し
，
車
内
の
混
雑
度
合
い

が
高
ま
っ
て
い
る
エ
リ
ア
を
運
行
す
る
路
線
で
増
便
な
ど
を
実
施
。

【
東
大
路
通
で
は
】

○
洛
バ
ス
1
0
0
号
系
統
の
増
便

※
平
日

5
4

 →
 7

0
回
／
日
，
土
曜
・
休
日

6
0

 →
 7

6
回
／
日

⇒
2
0
6
号
系
統
の
混
雑
緩
和

○
8
6
号
系
統
，
楽
洛
東
山
ラ
イ
ン
の
四
条
河
原
町
へ
の
経
路
延
長

※
土
曜
・
休
日

3
3
回
／
日
程
度

⇒
2
0
7
号
系
統
の
混
雑
緩
和

○
2
0
2
号
系
統
の
京
都
駅
八
条
口
乗
入
れ
便
の
拡
大

※
土
曜

1
7
時
台
の

4
回
の
う
ち
，

2
回
を
京
都
駅
八
条
口
ア
バ
ン
テ
ィ
前

経
由
に
変
更

⇒
2
0
6
号
系
統
な
ど
の
混
雑
緩
和

●
取
組
状
況

市
バ
ス
の
ダ
イ
ヤ
改
正

平
成
２
９
年
度
の
取
組

取
組
８
：
バ
ス
利
用
環
境
の
改
善



2
5

•
３
月
１
７
日
か
ら
従
来
の
「
京
都
観
光
一
日
（
二
日
）
乗
車
券
」
と
「
市
バ
ス
・
京
都
バ
ス
一
日

乗
車
券
カ
ー
ド
」
を
新
し
い
価
格
と
名
称
で
発
売
。

●
取
組
状
況

「
前
乗
り
後
降
り
方
式
」
実
証
実
験

•
市
バ
ス
の
混
雑
緩
和
を
目
指
し
，
前
扉
を
乗
車
口
と
し
て
先
に
運
賃
を
お
支
払
い
い
た
だ
き
，

車
両
の
中
ほ
ど
に
あ
る
広
い
後
扉
か
ら
ス
ム
ー
ズ
に
降
車
い
た
だ
く
「
前
乗
り
後
降
り
方
式
」

の
実
証
実
験
を
洛
バ
ス
１
０
０
号
系
統
で
実
施
。

•
そ
の
結
果
，
乗
降
時
間
や
バ
ス
停
で
の
バ
ス
の
停
車
時
間
の
短
縮
，
お
客
様
の
車
内
で
の
ス

ム
ー
ズ
な
移
動
に
効
果
が
認
め
ら
れ
，
お
客
様
か
ら
の
好
意
的
な
評
価
を
い
た
だ
い
た
。

新
し
い
一
日
乗
車
券
の
発
売

•
新
し
く
な
っ
た
「
地
下
鉄
・
バ
ス
一
日
券
」
な
ら
，
地
下
鉄
全
線
，

市
バ
ス
全
線
，
京
都
バ
ス
（
一
部
路
線
を
除
く
）
に
加
え
，
東
大
路
通

を
運
行
す
る
京
阪
バ
ス
も
９
０
０
円
で
一
日
乗
り
放
題
に
。

平
成
２
９
年
度
の
取
組

取
組
８
：
バ
ス
利
用
環
境
の
改
善
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平
成
２
９
年
度
の
取
組

取
組
９
：
自
動
車
交
通
の
最
適
化

●
取
組
状
況

市
内
の
交
通
量
推
移

→
一
般
道
路
の
交
通
量
は
，
平
成
２
２
年
度
と
比
較
し
て
市
内
全
体
で
は
８
．
１
％
減
少
，

市
内
中
心
部
※
1
で
は
６
．
０
％
減
少
。

→
高
速
道
路
の
交
通
量
は
，
平
成
２
２
年
度
と
比
較
し
て
市
内
全
体
で
は
４
．
８
％
増
加
。

※
1
市
内
中
心
部
：
上
京
区
，
中
京
区
，
下
京
区
，
東
山
区

■
年
度
別
交
通
量

※
1

•
平
成
2
7
年
度
に
実
施
し
た
，
全
国
道
路
・
街
路
交
通
情
勢
調
査
（
平
成
2
9
年
6
月
公
表
）
か
ら

市
内
全
域
や
東
大
路
通
等
の
自
動
車
交
通
量
の
推
移
を
把
握
。



1
3
1

1
3
3

1
3
3

1
2
4

1
2
2

1
1
3

4
0

6
0

8
0

1
0
0

1
2
0

1
4
0

平
成
6
年
度

平
成
9
年
度

平
成
1
1
年
度
平
成
1
7
年
度
平
成
2
2
年
度
平
成
2
7
年
度

交通量 交通量 交通量 交通量（（（（千台千台千台千台／／／／12h））））

2
0
.1

1
9
.2

1
8
.1

2
0
.3

1
9
.0

1
8
.3

1
7
.8

1
9
.7

1
2

1
4

1
6

1
8

2
0

2
2

三
条
-四
条

四
条
-五
条

五
条
-七
条

七
条
-東
福
寺

交通量 交通量 交通量 交通量（（（（千台千台千台千台／／／／12h））））

2
7

■
主
要
な
幹
線
道
路
（
川
端
通
，
河
原
町
通
，
烏
丸
通
，
堀
川
通
）
の
交
通
量
※
１
推
移

→
周
辺
の
幹
線
道
路
で
は
約
７
％
の
自
動
車
交
通
量
が
減
少
。

→
東
大
路
通
で
は
約
４
％
自
動
車
交
通
量
が
減
少
（
周
辺
道
路
よ
り
も
減
少
割
合
が
少
な
い
）
。

■
東
大
路
通
の
交
通
量
推
移

※
1
計
測
断
面
は
，
三
条
通
～
五
条
通
間

- ---
7
%
7
%7
%
7
%

- ---
5
%
5
%5
%
5
%

- ---
5
%
5
%5
%
5
%

全
区
間
平
均
：
交
通
量
４
％
減

平
成
2
2
年
度

平
成
2
7
年
度

平
成
２
９
年
度
の
取
組

取
組
９
：
自
動
車
交
通
の
最
適
化

周
辺
幹
線
道
路
や
東
大
路
通
の
交
通
量
推
移

- ---
2
%
2
%2
%
2
%

- ---
3
%
3
%3
%
3
%
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•
国
土
交
通
省
で
は
，

IC
T
・
A

I 
等
の
革
新
的
な
技
術
を
活
用
し
，
観
光
渋
滞
対
策
の
実
証
実
験

を
実
施
す
る
「
観
光
交
通
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
地
域
（
京
都
市
，
鎌
倉
市
）
」
を
選
定
。

•
平
成

3
0
年

2
月

7
日
に
第

1
回
会
議
を
開
催
す
る
と
と
も
に
，
対
策
の
検
討
に
向
け
，
京
都
駅
や

東
山
・
嵐
山
地
区
等
の
ク
ル
マ
や
人
の
移
動
状
況
の
把
握
を
行
う
予
定
。

平
成
２
９
年
度
の
取
組

取
組
９
：
自
動
車
交
通
の
最
適
化

（
参
考
）
ＩＣ
Ｔ
・
Ａ
Ｉを
活
用
し
た
観
光
渋
滞
対
策

※
国
土
交
通
省
広
報
資
料
か
ら
抜
粋
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●
取
組
状
況

東
山
区
に
お
け
る
平
成
２
９
年
度
の
自
転
車
安
全
教
育

○
自
転
車
交
通
安
全
教
室
（
小
学
生
向
け
）
：
開
睛
小
学
校
，
東
山
泉
小
学
校

○
事
故
の
リ
ス
ク
・
社
会
的
責
任
編
（
中
学
生
・
高
校
生
向
け
）
：
日
吉
ケ
丘
高
等
学
校

○
キ
ッ
ク
バ
イ
ク
を
用
い
た
子
ど
も
自
転
車
教
室
（
幼
児
向
け
）
：
三
条
保
育
所

•
全
市
的
な
自
転
車
の
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
教
育
の
一
環
と

し
て
，
東
山
区
に
お
い
て
も
，
自
転
車
安
全
教
育
を
実
施

安
全
教
育
の
実
施

啓
発
看
板
の
設
置

•
警
察
署
や
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
と
連
携
し
，
区
内
の
放
置
自
転
車

が
多
い
箇
所
に
啓
発
看
板
（電
柱
幕
）
を
設
置

【
自
転
車
の
放
置
に
係
る
啓
発
】

•
京
都
女
子
大
学
と
連
携
し
，
外
国
人
に
も
分
か
り
や
す
い
ピ
ク
ト

グ
ラ
ム
を
活
用
し
た
電
柱
幕
を
作
成

【
自
転
車
の
走
行
に
係
る
啓
発
】

安
全
教
育
実
施
状
況
（
三
条
保
育
所
）

電
柱
幕

（
路
上
駐
輪
禁
止
）

平
成
２
９
年
度
の
取
組

取
組
１
０
：
自
転
車
の
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
の
啓
発



3
0

本
会
議
の
議
題

•
平
成
２
９
年
度
の
取
組

•
平
成
３
０
年
度
の
取
組

•
そ
の
他

�
全
体
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
更
新



3
1

平
成
３
０
年
度
の
取
組
（
取
組
内
容
）

特
に
急
勾
配
区
間
が
多
い
四
条
通
～
五
条
通
間
に
お
い
て
，
歩
道
の
横
断
勾
配
改

善
を
継
続

取
組

取
組
取
組

取
組
１ １１１
： ：：：
横
断
勾
配

横
断
勾
配

横
断
勾
配

横
断
勾
配
の ののの
改
善

改
善
改
善

改
善

取
組

取
組
取
組

取
組
２ ２２２
： ：：：
電
柱
等

電
柱
等

電
柱
等

電
柱
等
の ののの
移
設

移
設
移
設

移
設
と ととと
集
約

集
約
集
約

集
約

取
組

取
組
取
組

取
組
３ ３３３
： ：：：
部
分
的

部
分
的

部
分
的

部
分
的
な ななな
歩
道
拡
幅

歩
道
拡
幅

歩
道
拡
幅

歩
道
拡
幅

電
柱
管
理
者
や
関
係
機
関
と
協
議
を
進
め
，
三
条
～
四
条
通
間
，
五
条
通
～
七
条

通
間
の
整
備
に
着
手

祇
園
（
北
行
）
バ
ス
停
の
工
事
に
着
手
し
，
祇
園
（
南
行
）バ
ス
停
の
関
係
機
関
と
の

協
議
を
継
続

取
組

取
組
取
組

取
組
４ ４４４
： ：：：
バ
ス

バ
ス
バ
ス

バ
ス
停
移
設

停
移
設

停
移
設

停
移
設

清
水
道
バ
ス
停
（
北
行
）の
移
設
に
向
け
た
協
議
と
検
討

取
組

取
組
取
組

取
組
５ ５５５
： ：：：
バ
ス

バ
ス
バ
ス

バ
ス
待 待待待
ち ちちち
空
間

空
間
空
間

空
間
の ののの
確
保

確
保
確
保

確
保

前
述
の
と
お
り
（
取
組
３
：部
分
的
な
歩
道
拡
幅
と
同
様
）



3
2

東
山
地
区
の
バ
ス
利
用
状
況
等
を
踏
ま
え
た
混
雑
改
善
策
の
検
討

（
市
バ
ス
の
ダ
イ
ヤ
改
正
や
，
前
乗
り
後
降
り
方
式
に
向
け
た
検
討
）

取
組

取
組
取
組

取
組
８ ８８８
： ：：：
バ
ス

バ
ス
バ
ス

バ
ス
利
用
環
境

利
用
環
境

利
用
環
境

利
用
環
境
の ののの
改
善

改
善
改
善

改
善

取
組

取
組
取
組

取
組
９ ９９９
： ：：：
自
動
車
交
通

自
動
車
交
通

自
動
車
交
通

自
動
車
交
通
の ののの
最
適
化

最
適
化

最
適
化

最
適
化
（ （（（
道
路
空
間

道
路
空
間

道
路
空
間

道
路
空
間
の ののの
再
構
成

再
構
成

再
構
成

再
構
成
） ）））

自
動
車
の
流
入
抑
制
（
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
，
公
共
交
通
の
利
便
性
向
上
）
や
，

道
路
の
容
量
拡
大
（
新
十
条
通
の
無
料
化
，
鴨
川
東
岸
線
の
整
備
等
）を
継
続

平
成
３
０
年
度
の
取
組
（
取
組
内
容
）

取
組

取
組
取
組

取
組
６ ６６６
： ：：：
魅
力

魅
力
魅
力

魅
力
あ
る
あ
る
あ
る
あ
る
道
路
整
備

道
路
整
備

道
路
整
備

道
路
整
備
に
よ
る

に
よ
る

に
よ
る

に
よ
る
誘
導
促
進

誘
導
促
進

誘
導
促
進

誘
導
促
進

取
組

取
組
取
組

取
組
７ ７７７
： ：：：
案
内
標
識
等

案
内
標
識
等

案
内
標
識
等

案
内
標
識
等
の ののの
充
実

充
実
充
実

充
実

石
畳
風
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
及
び
景
観
に
配
慮
し
た
照
明
灯
の
整
備
を
実
施

取
組
６
と
連
携
し
，
関
係
機
関
と
の
協
議
が
整
い
次
第
，
案
内
標
識
等
を
追
加
設
置

補
助
案
内
標
識
設
置
の
継
続
実
施

※ ※※※

※ ※※※

※
：
国
の
補
助
金
を
活
用
す
る
た
め
，
国
の
予
算
措
置
状
況
に
よ
り
変
更
す
る
可
能
性
が
あ
る

取
組

取
組
取
組

取
組
1
0
1
01
0
1
0
： ：：：
自
転
車

自
転
車

自
転
車

自
転
車
の
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
の

の
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
の

の
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
の

の
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
の
啓
発

啓
発
啓
発

啓
発

小
学
校
な
ど
に
お
け
る
自
転
車
交
通
安
全
教
育
等
，
自
転
車
の
ル
ー
ル
・マ
ナ
ー

の
啓
発
を
継
続

自
転
車
の
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
を
啓
発
す
る
電
柱
幕
を
設
置



3
3

本
会
議
の
議
題

•
平
成
２
９
年
度
の
取
組

•
平
成
３
０
年
度
の
取
組

•
そ
の
他

�
全
体
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
更
新



短
期
～
中
期

長
期

Ｈ
２
８

Ｈ
３
３
～

取
組
８
：

バ
ス
利
用
環
境
の
改
善

取
組
９
：
自
動
車
交
通
の
最
適
化

（
道
路
空
間
の
再
構
成
）

取
組
１
０
：

自
転
車
の
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
の
啓
発

継 続 し て い く 取 組

取
組
７
：

案
内
標
識
等
の
充
実

バ ス 待 ち 環 境

取
組
４
：

バ
ス
停
移
設

取
組
５
：

バ
ス
待
ち
空
間
の
確
保

回 遊 性

取
組
６
：

魅
力
あ
る
道
路
整
備
に
よ
る

誘
導
促
進

Ｈ
２
９

Ｈ
３
０

Ｈ
３
１

Ｈ
３
２

歩 道 環 境

取
組
1
：

横
断
勾
配
の
改
善

取
組
2
：

電
柱
等
の
移
設
と
集
約

取
組
３
：

部
分
的
な
歩
道
拡
幅

事
前
実
施

工
事
（
新
門
前
通
交
差
点
）

バ
ス
停
部
の
拡
幅
（
祇
園
バ
ス
停
）

社
会
実
験

検
討

検
討
・
測
量

四
条
～
五
条

三
条
～
四
条
，
五
条
～
七
条

バ
ス
停
移
設
（
清
水
道
北
行
）

社
会
実
験

清
水
道
バ
ス
停
（
北
行
）

事
前
実
施

馬
町
バ
ス
停
（
南
行
）

祇
園
バ
ス
停

バ
ス
停
部
の
拡
幅
（
祇
園
バ
ス
停
）

社
会
実
験

魅
力
あ
る
道
路
整
備

社
会
実
験

四
条
～
五
条

補
助
案
内
標
識
（
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
）
に
よ
る
誘
導

社
会
実
験

継
続
実
施

継
続
検
討

三
条
～
四
条
，
五
条
～
七
条

祇
園
バ
ス
停

四
条
～
五
条

継
続
検
討

継
続
検
討

こ れ ま で の 取 組 の 効 果 検 証 及 び 交 通 状 況 の 変 化 を 踏 ま え ， 今 後 の 方 向 性 を 検 討

案
内
標
識
の
充
実

四
条
～
五
条

バ
ス
待
ち
空
間
の
明
確
化

五
条
坂
バ
ス
停
（
北
行
）

3
4

そ
の
他
（
全
体
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
更
新
）

短
期
～
中
期

長
期

Ｈ
２
８

Ｈ
３
３
～

取
組
８
：

バ
ス
利
用
環
境
の
改
善

取
組
９
：
自
動
車
交
通
の
最
適
化

（
道
路
空
間
の
再
構
成
）

取
組
１
０
：

自
転
車
の
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
の
啓
発

継 続 し て い く 取 組

Ｈ
２
９

Ｈ
３
０

Ｈ
３
１

取
組
４
：

バ
ス
停
移
設

取
組
５
：

バ
ス
待
ち
空
間
の
確
保

取
組
６
：

魅
力
あ
る
道
路
整
備
に
よ
る

誘
導
促
進

取
組
７
：

案
内
標
識
等
の
充
実

バ ス 待 ち 環 境 回 遊 性

Ｈ
３
２

取
組
1
：

横
断
勾
配
の
改
善

取
組
３
：

部
分
的
な
歩
道
拡
幅

歩 道 環 境
取
組
2
：

電
柱
等
の
移
設
と
集
約

事
前
実
施

工
事
（
新
門
前
通
交
差
点
）

バ
ス
停
部
の
拡
幅
（
祇
園
バ
ス
停
）

社
会
実
験

検
討

検
討
・
測
量

四
条
～
五
条

三
条
～
四
条
，
五
条
～
七
条

バ
ス
停
移
設
（
清
水
道
北
行
）

社
会
実
験

清
水
道
バ
ス
停
（
北
行
）

事
前
実
施

馬
町
バ
ス
停
（
南
行
）

祇
園
バ
ス
停

バ
ス
停
部
の
拡
幅
（
祇
園
バ
ス
停
）

社
会
実
験

魅
力
あ
る
道
路
整
備

社
会
実
験

四
条
～
五
条

補
助
案
内
標
識
（
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
）
に
よ
る
誘
導

社
会
実
験

継
続
実
施

継
続
検
討

三
条
～
四
条
，
五
条
～
七
条

祇
園
バ
ス
停

四
条
～
五
条

継
続
検
討

継
続
検
討

こ れ ま で の 取 組 の 効 果 検 証 及 び 交 通 状 況 の 変 化 を 踏 ま え ， 今 後 の 方 向 性 を 検 討

平
成
２
９
年
度
の
取
組
状
況
お
よ
び
平
成
３
０
年
度
の
取
組
を
踏
ま
え
，
今
後
の
取
組
内
容
の
う
ち
，

全
体
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
更
新

当
初
（
第
１
１
回
推
進
会
議
）

更
新
（
平
成

3
0
年

3
月
時
点
）

取
組
内
容
を
反
映

＜
全
体
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

Ｐ
．
３
＞

別
紙

関
係
機
関
と
の
協
議
状
況
等

を
踏
ま
え
，
期
間
延
長


